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わたしの研究

運動の実施が健康の維持・増進に重要であることは広く認

知されている一方，何事も過ぎたるは及ばざるが如し，過度な

運動の実施は筋や腱，骨といった運動器の障害を引き起こす

原因となります．私の研究テーマは，身体に作用する負荷を評

価することで，”力学的なロジック”に基づいた障害リスクを明ら

かにすることです．

現在は，医用画像や運動解析を用いた実験室環境での詳

細かつ非リアルなデータと，センサの信号解析を用いた実運動

環境での簡略かつリアルなデータを組み合わせることで，詳細

でリアルなデータの復元技術の開発を進めています．また最近

では不可逆的な運動器障害を持つ下肢切断者を対象とした

データ収集を行い，障害と運動機能の関連についても研究を広

げています(特集記事を執筆しましたので下記に紹介します)．

縁あって2019年度より，日本バイオメカニクス学会の理事と事務

局を担当しております．今まで自分自身にとって，学会とは所属するこ

とで，学会大会に参加できる，公募されているGrantに申請できる，出

版している雑誌に論文が投稿できる．．．といったくらいの認識でいた

ように思います．もちろんこの認識が誤りであるというつもりは全くあり
ませんし，多くの学会員にとっては概ね正しいとも思います．しかしこ

の1年余り，学会の運営に携わって，学会なるモノはこのように運営さ

れているのか.と，上記の認識が大きく変わりました．当たり前と言わ

れればそれまでではありますが，学会運営においても，何かを行うに

あたっては，企画から実施に至るまで色々な人のeffortが割かれてい

るということです．日本体育学会ならびにこの若手の会もまた，関係
の先生方のご尽力あってのものと考えますと，今回このような機会を

いただいたことにも感謝したく思います．

ちなみに私は企画委員会の委員も担当しています．バイオメカニ

クス専門領域の方々はもちろんのこと，体育学会の他専門領域の

方々におかれましても，バイオメカニクス学会へのご意見・ご要望・ご

質問等ございましたら，私までご連絡ください！こんなことが出来ない

か？こんなことしてみませんか？など気軽にコンタクトいただければ

幸いです．
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“⼒学的なロジック”に基づいた
運動器障害リスクを明らかにする

わたしの渾身の論文・書籍・記事

Satoru Hashizume & Hiroaki Hobara, Asymmetric lower extremities and 

sprinting techniques in sprinters with unilateral transfemoral amputations. 

Journal of Training Science for Exercise and Sport: 129-136, 2018.

2018年8月に日本体育学会若手の会が発足しました！

→メーリングリスト登録フォーム: 

https://goo.gl/forms/zGMPdPq5fY3kcB5q2

学会大会、研究会等の開催や報告者募集に関する案内、公募や助成

金情報等に関する情報提供を配信予定です。皆様からも、メーリングリ
ストで周知したい情報がありましたら、下記までご連絡ください。

taiikugakkaiwakate@gmail.com （担当: 木村）

（なんでも帳）

〇次回のコラムリレーは大阪国際大学の「望月拓実」さん
を予定しています。
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- 低次元データを用いた高次元データ復元技術の開発・応用 -

- 解決したい課題 -

運動の長期継続を阻害する筋骨格系障害の回避

実運動環境における“リアル”な筋骨格系障害リスクの解明・評価

あらゆる筋骨格系障害から解放された運動継続の達成

必読

バイオメカニクス学会理事の先生方と筆者
(先生方のプライバシーのためぼかしを入れています)

https://goo.gl/forms/zGMPdPq5fY3kcB5q2
http://gmail.com

